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本書は，著者の倉原優氏が 10 年以上地道に取り組ん
できた呼吸器分野の診療において，それらが過去の研
究や論文の結果（エビデンス）に基づくものかどうかを
項目ごとに論じた最新書である．「呼吸器一般」，「感染
症」，「閉塞性肺疾患」，「間質性肺疾患」，「肺がん」の
5 章に分かれており，それぞれの章ごとに重要な小テー
マが取り上げられ，さまざまな角度から解説がなされ
ている．解説は過去の大きなスタディの結果を紹介し
ながら，その分野にどのようなエビデンスがあるのか，
もしくはないのかを丁寧に説明している．時折，著者
自身の臨床現場でのプラクティスも紹介されており，
そのコメントも示唆に富んでいる．

私たち臨床医は臨床現場で患者を診療するときに，
多くの困難な問題，ジレンマに直面する．臨床医は後
輩医師や学生，患者の家族に治療方針について説明す
る際に，判断の根拠となるものが過去の研究や論文の
結果に基づくものなのか（EBM），あるいはエビデンス
を踏まえつつも臨床医個人の経験や見解に基づくもの
なのか，をよく熟知しておく必要がある．本書はそれ
らについて非常に明快に解説してくれている．

本書の素晴らしい点は，第一に，取り上げられてい
る小テーマがいずれも臨床医にとって非常に重要でか
つユニークな内容であることだ．テーマは聴診から始
まり，検査の解釈，デバイスの利用方法や侵襲的な処置，
終末期患者の意思決定と多岐に渡っており興味深い．
著者の視線は常に，臨床現場で悩みながらも愚直に患

者と向きあっている医師たちに向けられている．これ
らのテーマは真摯に患者と向きあい，地道に呼吸器診
療を行ってきた著者だからこそ生まれてくる良質の疑
問といえる．

第二に評価したいのは，本書を支える数多くの参考
文献である．EBM の実践に当たって，どの文献を根拠
にして行うかは重要であるが，本書の文献は，全ての
領域において重要な研究から最新のものまでほぼ網羅
されている．著者の情報収集力にはいつも驚嘆させら
れる．本書を読むと，日本に居ながらにして，あたか
も世界中の大きな学会に出席しながら旅をしているよ
うな気分にさえなる．

また，本書の特記すべきこととして，科学的根拠が
あるところとないところ，筆者の個人的見解などが一
目でわかるようになっている点が挙げられる．これは
読者にとって非常にありがたい．

以上の点から，本書は呼吸器診療を担う若手医師は
もちろん，中堅スタッフや専門医にも役立つ名著とい
える．気になる点をあえて挙げるとすれば，「肺がん」
の項目がやや少ない印象を受けたことである．肺がん
の診療は日進月歩で進んでおり，多くの医師が知識の
アップデートや患者への説明に苦労していると思われ
る．今後，がんに関するトピックが増えることを期待
したい．

最後に，本書が多くの医師に愛読され，日常臨床の
道筋を照らす光になってくれることを願う．
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